


























 



色を付けてみよう！ 
 
今日は色の付け方を学びたいと思います！ 
色は様々なつけ方があるのですが、 
まずはモノクロ（白黒）で設定していきたいと思います。 
まずは背景の色ですが 
background(); 
↑このバックグラウンドで色を付けていきます。 
バックグラウンドは英語で「背景」という意味になります。 
 
background();は 
()の中に数字をいれて色を決めていくものとなります。 
数字が一つの場合はここにあるグレースケールというものになり、 
モノクロで色を決められます。 
昔のテレビや写真で使われていた色の決め方ですね！ 
 
数字は0~255までで0が黒、255に近づくにつれて白になっていきます。 
試しに色々と数字を変えてやってみましょう！【2分】 
 
次ですが皆さん白黒だけだと少し物足りないですよね。 
そこで！ 
次はRGBカラーというものをやります！ 
RGBは 
R（赤）G（グリーン）B（ブルー）となっていて 
三つの数字をかいて色を決めていきます！ 
最初の0が赤、真ん中が緑、最後が青の割合を決めて 
色を出していくものになります。 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
例えば赤と青を混ぜると何色になりますかー？ 
や 
他にも赤と緑を混ぜると何色になるだろう？ 
と問いかける 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
これでいろんな色が出せますね！ 
それでは、さっそく見たほうが早いとも思うので 
 
練習も含めミッションをやりながら色を調べて行きましょう！【5～10分】 

担任用のテキスト



【processingの色種別】





 
 
 
 


